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た。また、No. 193と No. 194は動物人物模様のカ
インパンジャンで黒地に緑色系と赤色系の 2枚揃い
である。






























回目の更紗展は平成 12年 6月に 52点の展示を行っ






























　　No. 1～38、No. 74, 88, 89 : 北岸地方





























































































































　ラムス （茜）・ソロ （ソガ）・ペカロガン （藍） を巡回
して染めたのでこの名がある。本学所蔵品にはない。
図 18　カパル・ガンダス 図 19　ホーコーカイ
図 16　シンガ・バロン 図 17　メガ・ムンドゥン
図 14　トゥムパル 図 15　ブーケ
図 24　カリグラフィー 図 25　ワダサン
図 22　ガンゲン 図 23　ティガ・ヌグリ
図 20　童話 図 21　レンコ・レンコ










































































図 28　スメン 図 29　ガルーダ
図 26　ウダン・リリス 図 27　パラン
図 30　ナガ 図 31　ワヤン・クリッ













































図 35　シド・ルフル 図 36　ガンゴン
図 33　ケオン 図 34　スッカル・ジャガット
図 39　タンバル 図 40　チュプロップ・
ニティック
図 37　カウン 図 38　チャカル




































図 41　ティルト・テジョ 図 43　プリオン模様
図 42　生姜模様
図 44　イセン模様
図 45　トゥルントゥム 図 46　スロボク
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　In February 2010 Yo Takauchi and Maki Takeuchi donated 16 batiks and 11 panels that had yet to be made into batiks.
　Just like with the previous batch, we sorted them in terms of production area, purpose, pattern, size, and means of protecting 
against dyeing, then catalogued them and created an illustrated book.　Moreover, an exhibition of roughly 100 Java cotton 
prints was held from July 15-31 at the Otsuma Woman’s University Museum.　What is more, this was arranged as an explana-
tion on the patterns to ensure that the administrators could use it as a guide for the batik patterns in the future.
（1）　Of the 16 items donated recently, ten of them are an ensemble between kain pandjang and selendang and between sarung 
and selendang.　Chief among which are Materials No. 166 and 167, which consist of a magnificent double set with a blue 
series and a red series. 
（2）　Material No. 200 is the only silk piece. 
（3）　The sequence for the production process leading up to the creation of a handwritten batik features custom made articles, 
which serve as invaluable materials for the exhibition.
（4）　The exhibition of Java cotton prints was significant in that it deeply moved the students and graduates to no small 
degree. 
（5）　We feel that the pattern explanations for the batik patterns will be useful in understanding the materials within the uni-
versity’s possession. 
















































1） チレボン　　2） Kain panjang
3） バリ島のダンスの模様に寺院や石組み模様が白
地にユーモラスに描かれている。






4） 幅 50.6×長さ 201.2
5） 手描き
注：Sはスレンダン　　　　　　　　　　　　　　　　 1） 産地　　2） 用途　　3） 模様　　4） 実寸　　5） 防染法
表 1-1.　バティック一覧表















































1） チレボン　　2） Kain panjang
3） ガルーダの翼に霊山、地模様は卍模様で構成し
ている。






4） 幅 51.0×長さ 202.2　　5） 手描き
1） 産地　　2） 用途　　3） 模様　　4） 実寸　　5） 防染法　
表 1-2.　バティック一覧表














1） チレボン　　2） Kain panjang
3） 193と色違いの模様。黒地に赤とベージュ系の配
色によるらくだと人物が描かれている。




1） チレボン　　2） Kain panjang
3） オランダ植民地時代を題材とした模様で船に兵
士、鳥、獣が描かれている。
























4） 幅 100.5×長さ 255.6
5） 手描き
1） 産地　　2） 用途　　3） 模様　　4） 実寸　　5） 防染法
表 1-3.　バティック一覧表






1） チレボン　　2） Kain panjang
3） 花と鳥を金彩模様で構成した作品。縁模様は草
花で描かれている。











1） チレボン　　2） Kain panjang
3） シルク地の更紗であり、模様のテーマは NO. 188
と同様のバリの伝統的なダンス模様に石組みと
寺院で構成されている。







4） 幅 54.8×長さ 163.8
5） 手描き
1） 産地　　2） 用途　　3） 模様　　4） 実寸　　5） 防染法
表 1-4.　バティック一覧表
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NO パネル 解説 NO パネル 解説
1
① 油分や毛羽等を処理し
た布を必要な長さに
カットして、模様の上
に布を置いて写して下
絵を描く。
7
⑦ 次の薄いブルーに染め
たくない部分をろうで
描く。
2
② 細い模様の部分に、ろ
う置きをする。表地に
ろう置きを済ませた
ら、裏へも同じ様にろ
う置きをする。
8
⑧ グリーンと赤の既に染
まっている部分や、細
い模様にろうを置く。
裏も同じ様にロウ置き
をする。浸し染めで、
薄いブルーに染める。
3
③ 地塗りをする。第一回
の染めをする為、細い
線を塗り残す。裏も同
じ様に、作業をする。
染めは浸し染めで、水
に溶かした染料に布を
出し入れして何度も浸
す。
9
⑨ 今までに染めの済んだ
ところを防染のために
ろうを置く、細い模様
の先まで、ろうで点を
描く。
4
④ ③を染めたら、熱湯で
ろうを落とす。水で
洗って第一回の染めは
終わり、赤く染まる。
10
⑩ 最後のろう置き。今ま
で染められた部分に全
てろうを塗り、防染す
る。裏も防染したら、
濃いブルーに染める。
5
⑤ 又、地塗りして、裏も
地塗りして、今度はグ
リーンに染める。
11
⑪ 熱湯でろうを落とし、
何度も水で洗って出来
上がり。
　 この染めは分かりやす
くするため、4色染で
作製したが、細い赤の
線がブルーに染められ
て、ワイン色になって
いる。
　 このように、色を重ね
て多色染めは、成り
立っている。
6
⑥ 染め終えたら、熱湯で
ろうを落とす。グリー
ンと赤の模様が表れ
る。
表 2.　手描きバティックの出来るまで
